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【施設名称】 

今庄中部地区農業集落排水処理施設 

【事業主体】 

南越前町 

【所在地】 

福井県南越前町 

【運転開始年】 

  

平成 14年（2002年） 

原材料および利用量 集落排水汚泥 130㎡／ｻｲｸﾙ（1 ｻｲｸﾙは 2週間） 
生産物（種類） たい肥 2．6ｔ／ｻｲｸﾙ（1 ｻｲｸﾙは 2週間） 
利用方法 1袋 15㎏を 200円で地元農家へ販売 
導入目的・経緯 地域の未利用有機性資源のリサイクルに取り組み、環境への負荷軽減

に配慮した持続的な農業の確率及び未利用有機性資源の循環社会シス

テムの構築を目指すため 
設備仕様 － 
稼働状況 － 
経済性関連データ 農業集落排水事業 今庄中部地区 

事業実施期間 平成８年度～14年度 
総事業費 5，852，000千円（うち国庫補助：2，962，000千円） 
（コンポスト施設：事業費 900，000千円） 

導入効果 集落排水汚泥を焼却処分しないことにより、焼却処理量が削減され、

環境への負荷軽減に貢献、また農業集落排水汚泥を堆肥化し、農地還

元することにより、地域住民の環境意識が向上 
運営上の課題 － 
備考・参考資料 ・平成 17年度北陸管内におけるバイオマス利活用の取組事例集 

・北陸農政局HP (Ｈ17年度北陸管内におけるバイオマス利活用の 
取組事例) 

 
 


